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Ⅰ 民族の移動と分布の概親

コム リン川 (AirX･omering)は,南スマ ト

ラ州 西部 山岳地帯のラナウ湖 (DanauRa-

nau)に源を有 し, パレンバン近辺で ムシ川

(AirMusi)に合流する｡コムリン川の源から

ムシ川河口に至る土地には多 くの集落が存在

するが,ここではこれらの集落の生成と発展

に関する記述を試みる｡

時代の新旧を無視すれば,この川筋に登場

する主な民族は,コムリン人 (OrangX-ome-

ring),マレー系の諸族,ジャワ島からの移民,

およびブギス人 (OrangBugis)である｡コム

リン人は現在 ランボン州に居住するアブン人

(Abung)と同系統 の 言語を用い, アブン人

と同 じ場所を発祥の地と考えている｡それは

ラナウ湖から30-40キロメー トル離れたラン

ボン州内の地域 リワ (Liwa)周辺に存在 した

と考えられるスカラブラック(SekalaBerak)

である｡ [Moehammad Moeslimin n.d.;

Funke 1958& 1961,1972] コムリン川に

沿 って下流-移動 したが,中流部のカユアグ
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ン (KayuAgung)あたりに居住するグルー

プが最も下流部-達 したものとみることがで

きる.lMonografieMargaKajuAgung1969]

マレ一系諸族については,その発祥の地はい

ずれの場合にも明らかでなく,現住地へ移動

する直前の祖先の居住地が伝えられるのみで

ある｡コムリン川流域においては主として下

流域に居住 し,コムリンJHに並行するムシ川

の支流オガンJll(AirOgan)およびムシ川の

全流域に沿 っても分布 している｡ジャワ島か

らの移民にはスンダ系の者およびジャワ系の

者を含む｡比較的古い時期にスマ トラへ来た

者 もあるが,多 くは20年以内にジャワ島か ら

来住 した｡政府の外島移民計画にのって大規

模開墾地へ入 り込んだ者と,自力で入植 した

者 (transmigrasispontan)とがある｡1)コム リ

ン人およびマレー人が主として川沿いに生活

1)調査地域における大きな開墾地としては,バ ト
ラジャ･マルタプラ,プリタン,ウパンなどが
ある｡これらの地域に来た外島移民はジャワ人

を主体とするが,若干のスンダ人,バリ鳥人も
含まれる｡
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圏を確立しているのに対して,ジャ

ワ島からの移住者は従来これらの者

が居住 しなかった山岳部あるいは川

から離れた土地を利用していること

が多 く,先住の諸民族と共住する場

合には彼らの使用人や小作者となる

ことが多い｡ブギス人の移民はムシ

川下流部に多 くみられ,1965年ごろ

か ら漸次到着 して定住に入ったもの

である｡彼 らはスラウェシ島の ボ

ネ (Bone)やワジョ(Wajo)などの

出身であるが,現住地 に来るまで

は リアウ (Riau)などに居住 してい

た ｡

コムリンおよびマレー系の諸族は

それぞれ地域的な小単位を形成 して

いる｡ この小単位 は ドゥスン (du-

sun)とよばれ,それ自体で一つの集

落を形成することもあれば,カンポ

ン (kampong),クラン(talang),ウ

ンブラン (umbulan)などと よばれ

るより小さい地域集団の結合体であ

る場合もある｡いくつかの ドゥスン

が集まってマルガ (marga)を形成

している｡マルガの領域はよく規定

されており,領域内の土地に関して

はマルガの長パ ッシラ (pasirah)の

権限が大きい｡しかしながら,同一-

のマルガに古い居住史をもつ異族が

含まれることもあり,また現在のマ

ルガの領域内に昔は複数のマルガが存在 した

と伝えられる例もある｡

集落は戸数の多少にかかわらず集村形態を

とることが多い｡集落の成立に関してはそれ

ぞれ口碑が伝えられており,一つの集落が草

分けとしての共通の祖先をもつ場合が多いじ

外出者を含めて集落出身者が一般によく認知

されており,集落出身者に関して系譜が伝え

られている場合もある｡人口の膨張あるいは

図1 調 査 地 域 略 図

他の理由による新地域-の進出は分村 (peca-

han)の形成によって行われ, 分出時期が新

しい場合にはその時期および親村の名が記憶

されている｡このような開拓および居住のパ

ターンは山岳地帯からデルタの低湿地苗に至

るまで共通 して認められる｡

この地域における主要な生業は元来焼畑に

よる陸稲の栽培であったが,ある時点から低

湿地における減水期稲作あるいは潮汐濯鶴の
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技術が普及 していったものとみられるO他方,

山地あるいは水はけの良い土地では,カポッ

ク,コーヒー,ゴム, オレンジ,丁字などが

陸稲栽培後の焼畑を利用 して栽培されるよう

になった｡いわゆる権衡施設をもつ水田はこ

の地域全体では未発達で,政府の外島移民計

画地城を中心に比較的最近導入された｡土地

所有は現在では個別的で子孫への相続が一般

的になっているが,マルガの共有地としての

森林が存在することが多 く,これらは人口増

加にともなう需要に応 じてパ ッシラの許可を

得て開墾され私有地となる｡

首長権は元来かなり強かったと考えられ,

ごく近い過去までパ ッシラの地位は父か ら子

への世襲によるものが 多かった｡[Lipinsky

andKaton.d.]歴史的に みてこれ らの 全 地

域あるいはかなりの部分を統括支配する大首

長は存在せず,パ レンバ ンないしジャワの王

侯国は,村落国家の首長ともいえるパ ッシテ

の祖先達の地位を形式的に安堵 してきたに過

ぎない｡イスラームの伝来はジャワ,セレベ

ス,あるいは西スマ トラからの来訪者との関

連から説かれることが多 く,これらの貴公子

が首長の娘と結婚 して子孫を設けたという口

碑を系譜内にとどめるケースもいくつかある.

歴史上のス リビジャヤ帝国はパレンバ ンに都

を築いたとも伝えられるが,各村落国家に関

してはこの時代にさかのぼる古い伝承は見当

たらない｡コムリン人と共通の起源をもつア

ブン人に関して,Funkeは彼 らが首狩 りを行

なったと述べているが [Funke1958&1961,

1972], コムリン人の 間ではそれを確認する

ことができない｡アブン人とコムリン人との

間に土地の争奪をめぐって戦争が行われたこ

とが伝えられている｡マレー諸族の問でも古

い時代においては村落に属することが生産お

よび生命の維持のためにきわめて重要であっ

たと考えられる｡この考え方は現在でも残 っ

ており,自分の村を離れて他村域へ旅をする

ことは危険と考える者が多 く,強盗の可能性

や食物に毒を盛 られることが真剣に議論され

たりする｡ このような状況における開拓は,

元来人口が少なかった土地が部族社会的状況

の下で開発されていった様相を示すものと理

解することができるであろう｡低平地の開発

が国家ないし植民地政府の保護の下に大量の

出所 も知れぬ人間の移動を含んで行われた東

南アジアの大陸部デルタ,とくにメナム ･チ

ャオプラヤデルタを典型とするものとは基本

的に異なるタイプの開発過程がここでは存在

した｡村落 レベルの開発では制徹不可能な低

平地において,一方では国家保護下における

大開発を起因としてルーズな社会構造が極端

にまで顕在化するのに対 して,ここでは部族

社会的状況を含んだままで空間利用域が拡大

するのである｡

Ⅲ ラナウ (Ranau)

スマ トラ西部を縦貫する脊梁 山脈 (Bukit

Barisan)は南スマ トラ州を通過する.南スマ

トラ州の南西端にこの山脈上に位置するスミ

ノン山(GunungSeminung,標高1881メー ト

ル)があり,そのふもとにラナウ湖(水面の海

抜標高540メー トル)が広がっている｡湖の北

岸か ら東岸にかけてランボン系の言語を話す

集落が展開し,西北方向の谷沿いにはスムン
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ド (Semendo)とよばれるマレ一系民族の集

落が歌人する｡さらに山岳部にはオガン系や

ジャワ系の比較的新 しい開拓村が立地 してい

る｡

ランボン系の民族はその起源を湖の南西端

から約30キロメー トル離れたランボン州のブ

ララウ (Belalau)平地に有する｡彼 らの祖先

はそこか らコムリン (Komering), スマンカ
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(Semangka),スカンプン (Sekampung),ス

プティ (Seputih),トランバワン(TulangBa-

wang)などの河川およびその支流に沿って広

がり,全 ランボン地方および南スマ トラ州の

一部に及んだと考えられている｡彼 らはこの

起源の地をスカラブラックと呼ぶ｡この地に

は仏教時代の遺跡と思われる小石造建築の跡

や大石が各地に残存 している｡西スマ トラの

パガルユン(Pagaruyung)から来たウンプ ･

ブルング (UmpuBelunguh), ウンプ ･プル

ノン (UmpuPernong),ウンプ ･ブルジャラ

ンディワイ (UmpuBerjalandiWay)およ

びウンプ ･ニュルパ (UmpuNyerupa)の4

人の王子がスカラブラックを征服 し,イスラ

ーム教を伝播 したと伝えられる. 4人の王子

の直系の子孫は1960年の時点でランボン州の

コタブ ミ (Kotabumi),タ ンジョンカ ラ ン

(TanjungKarang),スンブルジャヤ (Sum-

berjaya),スカウ (Sukau)に居住 していたと

いう｡[MoehammadMoesliminn･(ユ･]

スカラブラックの住民の分散は-I-哲におこ

ったのではな く,長年月の間に段階的に行わ

れたと考えられている｡移動の契機には次の

ようなことが考えられる｡(i)スカラブラック

がイスラーム教徒の手におちて,仏教徒 トゥ

ミ人 (Tumi)が同地か ら追われた｡(ii)親族間

の争いがおこり,一方の側が新天地を求めて

移動 したっ(iiuバ ンテン王国とクナ リ(Kenali)

との間に密接な交渉が生 じたとき,領域拡大

と旅行の便のため幾組かの家族を道路沿いに

住まわせておいたO(iv),慣習法 (adat,)によると

権利や権力は長子に集中し,年下の子はイ酎 1

身分 しか与えられなかったので,新天地を開

いて自分達のつ くったアダ ットの中で地位や

身分 を手 に入れようとした｡[Moehammad

Moesliminn.d.]

ラナウ地域にランボン系民族の祖先が居住

するようになったのは,イスラームが伝わる

前のことと思われる｡このことは古い集落の

一つである ジェパラ (Jepara)の近辺に寺院

(candi)とよばれる小石造建築物跡が存在す

ることか らも推測される｡現在ラナウ湖のま

わりの25の ドゥスンはマルガ･ラナウ(Marga

Ranau)に属 しており,世帯 数 5,685,総人

口33,924人を数える｡このうち20の ドゥスン

はランボン系の住民を主体としており,世帯

数 3,150,人口19,079人を有する｡ 元来マル

ガ ･ラナウは, ワルクック (Warkuk),プマ

タンリブ (PematangRibu),バ ンディンアグ

ン (BandingAgung)の三つのマルガに分か

れていた｡それぞれの最も古い ドゥスンはス

カジャヤ(Sukajaya),ジェパラ,バ ンディン

アグンである｡い くつかの ドゥスンについて

はその分出したもとの ドゥスンが分かってい

る｡集落は元来,湖に接近 して立地 していた

と思われるが,道路の整備につれて,高い標

高の道路側の位置-移っていく傾向がみられ

る｡たとえば,グ ドン(Gedong)の集落は1930

年ごろに元村から3.5キロメー トル離れて設

立された分村グドンパル (GedongBaru)と

1928年ごろに 設立された分村 スカブミ (Su-

kabumi)へむかって移動が進み,調査時点に

おいては約10世帯だけが旧集落にとどまって

いた｡同様の状況はグ ドンの隣集落パダンラ

トゥ (PadangRatu)においてもみられ, こ

の場合は1958年に設立された3.5キロメー ト

ル 離 れ た パダンラトゥパル (PadangRatu

Baru)にむかって移動が進行中であるが,グ

ドンと異なり部落長 (krio)はまだもとの集落

に居住 している｡

ジェパラは既に述べたようにマルガ ･ラナ

ウで最 も古い集落の一つである｡もとの集落

は現集落の北西 1キロメー トルにあったとい

われ,ランボンとの州境に近いスカジャヤか

ら来たパ ンゲラン･シンガジュル(Pangeran

SingaJuru)に征服され,シンガジュル自身

がその地に移 り住んだといわれる｡ タンジョ

ンサ 1)(TanjungSari,現在の ジェパラの南
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図2 ラナウ近辺の集落とその分村過程

酉4キロメー トル),タンジョンクマラ,(Ta-

njungKemala,旧名 SukaRajo,ジェパ ラ

南 東 4キロメー トル), タンジョンスティア

(TanjungSetia,ジェパラ北方 5キロメー ト

ル)などはジェパラの分村である｡シンガジ

ュルの子孫はジェパ ラの首長としての地位を

継承 し続けるが,その15代までの名前が伝わ

っている｡3代めの ドパティ･クンバ ンミボー

ルⅡ(DepatiX･umbangMiborII)はパ レン

バ ン王の戦争に加わって戦死 してパ レンバ ン

に葬 られ,10代めのパ ンゲラン･マンキウダ ン

グラ (PangeranMangkiudaNgura)の時代

にオランダの支配下に入 り,15代めのム-マ

ッドムス リミン(MuhammadMuslimin)は現

在オガンコム リンウル県 (KabupatenOgan

KomeringUlu)の知事 (Bupati)をつとめて

バ トラジャ (BatuRaja)に居住するが,ジェ

パ ラの慣習法上の首長 (kepalaadat)の地位

を保ち, 3番めの弟がパ ッシラになっている｡
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現在のジェパ ラは81戸,601人より成るが,20

年前には72戸,50年前には43戸か ら成 り立 っ

ていたという｡52年前 (1926年)には大火が

あり約10軒だけ焼け残 ったが,集落は同 じ場

所に再建された｡

ドゥスン･ランクウニビス (Dusun R.an-

taunipis)はマルガ･ラナウの中に俵入 してい

るスムンド族の集落である｡マルガ ･ラナウ

に隣接 して世帯数1,015,人口9,045のマルガ

･ムカカウイ リル (MargaMekakaullir)が

ある｡このマルガは9個の ドゥスンより成 り,

住民の大部分はスムンドである｡スムンドは

さらに北方の パスマ (Pasemah)と共通の祖

先をもつといわれる母系的なマレ一系諸族の

一つである｡各 ドゥスン間の距離はマルガ ･

ラナウにおけるよりも大きい｡スムンドの集

落 もマルガ ･ラナウにおけると同様,道路の

近 くへと移動 しつつある｡たとえばマルガ ･

ラナウとの境界に近い ドゥスン･コタダラム
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(DusunKotaDalam)は3キロメ- トルはど

南西に入 った ドゥスン･プマタンバ リン(Du-

sunPematangpaling)からの移動 に よ り成

立 した｡プマタンバ リンはこのあたりのスム

ンドの問では最 も古い集落であったといわれ,

1920年ごろには30軒はどあったが,現在では

すべての家が移動 して宅地はコーヒー園とな

り,水田はそのまま残 っている｡さらに北西

15キロメー トルに位置していた ドゥスン･プ

リンビン (Dusunlielimbing)の場合にはも

とは80戸ばかりあったが1948年の火災を契機

として,北西の ドゥスン･コタバル (Dusun

KotaBaru)と南東の ドゥスン･シナルマル

ガ (DusunSinarMarga)に分かれて新集落

を形成 した｡スムンドは古い居住の歴史をも

つが,概 して移動性が高いといえる｡

上述の古い居住史をもつ 2民族のほかに,

比較的新 しい時期に他地域出身の開拓者の進

出がみられる｡中でも重要なのは平野部に近

いオガン川流域の出身者とジャワ島からの移

民である｡

ドゥスン･ワイテ ィマ(DusunWayTimah)

は,1903年にオガン川流域のバ トラジャ付近

から来た マクル ップ (Makrup)とその家族

によって開かれた｡1925年になっても小集落

(talang)に過ぎず,住民は5世帯を数えるの

みであったが,その後 コーヒー栽培が盛んに

なるにつれてオガン川上流地域か ら人口の著

しい流入が始まった . ちなみにこの付近のコ

ーヒー樹齢は古いもので50年程度という｡50

年前には戸数は10軒となり,小礼拝堂が建て

られた｡20年前には30戸,現在は約60戸が中

心集落を形成 しているO他方1941年 ごろから

付近に分村が開かれるようになった｡それら

はタラン･トラップ (TalangTerap,2･5キロ

メー トル),タラン･トゥトゥン(TalangTu-

tung,3キロメー トル),ク ラ ン･サ フップ

(TalangSahup,5キロメー トル)などで,

現在それぞれ50,25,30戸の居住者がある｡

最 も遠いコーヒー園はワイティマの集落から

16-20キロメー トル 離れて ムアラドゥア郡

(KecamatanMuaraDua)の領域に入り込ん

でいる｡

オガン出身者の集落としてはほかにマルガ

･ムカカウイリルとの境界近 くに,1930年ご

ろにクラン･トラナイ (TalangTelanay)が

開かれている｡またマルガ ･ラナウの南東部

では1920年 ごろか ら ドゥスン･ダノンラヤ

(DusunGunungRaya,1920年),クラン･ブ

ドンティガ (TalangBedengTiga,1940年),

クラン･ワイクエ (TalangWayTani,1940

年)などの開拓集落がジャワ島からの来住者

を主体に開かれるが,ここでもオガン系の開

拓者の混入がみられる｡

ワイテ ィマの設立に少 し遅れて1921年にオ

ランダ人のコーヒー園が開かれ,ジャワ島か

ら労働者が導入されてシバ トゥフ(Sipatuhu)

に居住する｡ シバ トゥフの人口は次第に増加

し,独立当時には1,300人,10年前には3,200

人,1978年には3,900人 程度に達 した｡コー

ヒー収穫時 (4- 6月)には約 600人 のジャ

ワからの季節労働者の流入がある｡住民はジ

ャワからの移住者が多いため,出身地への送

金がしばしばなされ,中にはジャワに土地を

買った者 もある｡

既に述べたように山岳部にはシバ トゥフの

はかに1920年以来いくつかの小集落がジャワ

人やスンダ人を中心として開かれている｡人

口増加につれてこれらの小集落は ドゥスンと

しての地位を与えられつつある｡たとえば19

30年ごろにスンダ人によって開拓されたマル

ガ南東山岳部のクラン･グヌンアジ (Talang

GunungAji)は1975年に土着の ドゥスン･ビ
ラ(DusunPilla)から独立して,人口744人,
世帯数 193(1977年現在)の 新 ドゥスンを形

成 した｡

マルガ ･ラナウ地域に昔か ら水田があった

かどうかは疑問である｡たとえば土着の ドゥ

スン･スカラミ(DusunSukarami)では水田
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は60年前に造成されたという｡現時点ではマ

ルガ内に水田 (sabah)は2,011ヘクタール存

在する｡水田は原住のランボン系およびスム

ンド系の住民の集落には必ずあるが,主とし

て山腹部に展開するオガンおよびジャワから

の移民の集落にはほとんどない｡焼畑による

陸 稲 耕 作 地 (°arat)はマルガ ･ラナウでは

1,719ヘクタール と記録されている｡ 焼畑は

通常 2年間陸稲を栽培 し,同時に植え付けた

コーヒーの生長を待つのであって,現時点で

は休閑期を設けて 2次林になるのを待つとい

うことはない｡水田のうち4分の 1(502ヘク

タール)は天水田に近いものである｡以前はジ

ャングルに放 し飼いにしていた水牛や牛を集

めて水田を足で踏ませて (ngaroh)整地を行

なった｡コーヒー園開発のため森林がなくな

ったので多数の水牛を放牧することができず,

このような整地方法は10年以上前に姿を消 し

て,牛にローラー (pengiling)をひかせたり

人力を用いたりするようになった｡現在採用

されている水稲品種は,シャム米 (180日,収

量 1.5トン/ha),Pb5(130日,収量 1.3トン/

ha),Pb8 (130日,収量 1.5トン/ha),Pb28

(130日,収量 1.5トン/ha)な どで ある｡高

収量品種が高収量をあげることなく採用され

ているのは,コーヒー園での労働日数を生み

出すためかもしれない｡焼畑ではスタンプン

(Setambun,180日,収量 1･5トン/ha)が採用

されている｡コーヒー国際価格の上昇につれ

てコーヒー園は急激に拡大されつつある｡ 経

営面積は 1世帯あたり1/2-クタールか ら10

-クタール程度であって, 1ヘクタールあた

り800キログラム ないし1トンの収穫があり,

1キログラムあたり800-1,100ルピアで売る｡

収穫期にはジャワか ら多数の労働者の流入が

あり,実 りのよい場合には収穫 1缶について

50ル ピアを現金で支払い,実りが悪い場合に

は雇主と労働者 の間で収 量を 2分する(pa-

roan)｡コーヒーのほかに最近では丁字 (cen-

gkeh)の栽培が導入されつつある｡

Ⅲ コムリンおよびダヤ系の諸族

1. ブンガマヤン(BungaMayang)

ブンガマヤンはマルタプラ(Martapura)の

南西にコムリン川に沿って展開する六つの ド

ゥスンから形成される人口11,788人 (1978年

1月現在)のマルガである｡最 も古い集落は

ドゥスン･トランバワン (DusunTulangI∋a-

wang)と ドゥス ン･ヌグ リラトゥ(Dusun

NegeriRatu)で, その成立に関して 次のよ

うな 伝説がある｡ 西スマ トラの パガルユン

(Pagaruyung)に住んでいた天界か ら降った

スルワンワン (Selewangwang)という王女

の子孫が, リワ ･クルイ (Liwa-Kerui)地方

を経てスカラブラック-移住 した｡彼 らは 4

人 兄 弟 で,それぞれの名を インドラガジャ

(IndraGajah),プルジャ(Perja),スル ンバシ
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(Selembasi),ギ リギ リ (Gili-Gili)といった｡

長兄インドラガジャにはスルマヤン(Selema-

yang)という娘がいて,ラ トゥサ リガディン

(RatuSariGading)という名のブギス人と結

婚 し10人の息子をもうけた｡10人の息子達は

コム リン川沿いに新天地を求め,メナン川(ト

ランバワン上流約20キロメー トル,現在の ド

ゥスン･ダマルパラDusunDamarParaの

下)に達するとそこに小屋を建て焼畑を耕作

した｡そのうち彼 らは現在のブンガマヤンに

肥沃 な土地を見出した｡そこにはアブン人2)

が先住 していたので戦争をしかけ彼 らを放逐

し,現在の ドゥスン･サバ リオ(DusunSabah

Lioh)の川下にクタビントル(KutaBintor)と

2)言語起源は同系であるが,分離の時期が異なる
ものとみられる｡
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図3 マルガ･ブンガマヤンの主要集落

いう集落をつ くった｡10人の兄弟のうちプヤ

ン･プムカスムヌン(PuyangPemukaSeme-

nung),プヤン･パ モ ンジャガ ン (Puyang

PamongJagang),プ ヤ ン･パ テ ィ ドマ ン

(PuyanPatiDemang),ウンパ ン･サ ンラ ト

ゥ (UmpanSangRatu)およびラジャマス

(RajaMas)はのちに トランバワンを, プヤ

ン･トゥアンジャテ ィク ラマ ッ ト(Puyang

TuanJatiKeramat),プヤン･ミナ ック ドパ

テ ィ(PuyangMinakDepati),ウンプアン･

ガラカ ンプ ミ(UmpuanNgaraka,nBumi),

キアイ･アラムサクティ(KiAyiAlam Sakti)

およびウンプアン･パテ ィスンガユン(Ump-

uanPatiSengayun)はヌグ リラ トゥを設立

した｡ このほかにプルジャの子孫プヤン ･バ

テ ィントバ(PuyangliatinToba)はへ ドゥヤ

ン(Heduyang)という集落をつ くったが,そ

の住民はのちに トランバワンとバ トラジャブ

ンギン(Baturajaliungin)に移 って廃村 とな

った｡ジャワ島のマクラム王国の認可を得た

者が三つの ドゥスンの首長となることになり,

トランバワンのラジャマスがこの資格を勝ち

取 った｡その後,住民の 3分の 2は新天地を

求めて再び移 動 し, ランボン州バタンハ リ

(Batanghari) 川 の支 流 ス ンカ イ川 (Way

Sungkai)に ドゥスンをつ くって住み, そこ

にもブンガマヤンという名が付けられたとい

う｡

ラジャマスに始まる首長は,第 2代パ ンゲ

ラン･ラジャブ ングアサ ン (PangeranRaja

Penguasan),第 3代パ ンゲ ラン･チュチュヌ

ガラ (PangeranCucuNegara),第 4代パ ン

ゲ ラン･プ ム カチュニ (PangeranPemuka

Cunyi)まで記憶されているが,第 5代か ら第
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30代に至るまでは知 られていない｡第31代は

パンゲラン･ドパティ(PangeranDepati,称

号)とだけ記録され,32代パンゲラン･ムナ

ンディジャガット(PangeranMenangDija-

gat)以下現在に至るまで各人の名が記録され

ている｡現在のパ ッシラは1969年の選挙によ

ってその任に就いた者で,第46代に当たると

される｡前代 (45代)のパッシラは44代パ ッ

シラの子であり,41代と42代のパ ッシラは親

族同士であった｡また35代の ドパティ･ドマ

ン(DepatiDemang)の時代にオランダの統

治が始まったという｡

トランバワンは現在約50戸から成る集落で

あるが,20年前には30戸,50年前には20戸であ

ったといわれる｡100年前には10-15戸 しかな

かったと推測されている｡この地域には1973

年ごろからジャワ人が入り込むようになり,

トランバワンの場合には彼 らはプドングント

ン (Bedeng Genteng)およびスリマクムル

(Srimakmur)の小集落をつ くって住み,現在

その数は70世帯に達 している｡これらのジャ

ワ人の小集落は行政的には ドゥスン･トラン

バワンの下に入る｡

トランバワンでは20年前には水田は耕作さ

れず,焼畑による陸稲耕作を行い毎年新しい

土地を開いていたという｡焼畑は現在も行わ

れている｡焼畑における陸稲のほかに,常畑

也 (kebun)を用いて, コーヒーおよびバナ

ナの栽培が行われてきた｡水田耕作が行われ

るようになったのはジャワ人の影響による｡

ジャワ人 はくわ (cangkul)を用いて 天水 田

(sawabtadahhujan)を耕作するが,この方

法は近年原住の住民にも採用されるようにな

った ｡

外来者の来住は上述のようにドゥスン近辺

にもみられるが,開拓地としてより重要なの

は既存の集落から離れた未利用地である｡ ド

ゥスン･ジャヤプラ(DusunJayapura)は ト
ランバワンからの小道を20キロメー トル東に
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歩いた位置のコムリン川支流部に開かれた新

集落である｡この開拓地域の草分けは,オガ

ン川 中流部の サウンナガ (Saungnaga)から

来たオガン系の住民で,1945年にクラン･リ

ンダット(TalangLingut)に入植 したとい

う｡その後,他のオガン系の人々によってワ

イサラック (WaySalak)が開かれ, のちに

これからスラジャ (Seraja),ガガルプキット

(GagarBukit),スマンカ, カンパン(Kam-

bang)などの小集落が分出する｡第 3番めの

集落は コムリン川のチャンパンティガ(Can-

pangTiga)からの開拓者によって 開かれた

ムンチャル (Mencar)である｡ ジャワ系の自

主移民 (transmigrasispontan)の開拓村はず

っと遅れて 10年前に クトゥワイ (Ketuwai)

が開かれ,次いでアスラマ (Asrama)ができ,

2年前にカンキラン(Kankilan),1年前にシ

ドリジョ (Sidorijo)が 開かれた｡ このよう

な人口の増加につれて15の小集落を含むこれ

らの開拓村は, リングットを中心集落として

1977年10月にドゥスン･ジャヤプラとして行

政上の地位を与えられた｡1978年 1月現在の

同 ドゥスンの人口は2,149人 である｡住民の

主生業はコーヒー栽培であって,小集落が分

散しているため住居とコーヒー箆との距離は

遠 くても1キロメー トル程度という｡米の生

産は少なく,米はここでは購入されている｡

2. ルンカヤップ (Lengkayap)

コムリン川上流部にはランボン系の言語の

方言を話すダヤ (Daya)系の集落が分布 し,

ムアラドゥアの町がその中心となっている｡

マルガ ･ルンカヤップはムアラドゥアからし

ばらくコムリン川を下ったのち支谷沿いにオ

ガン川の集水域にぬけてその支流ルンカヤッ

プ川(AirLengkayap)に沿って展開する八つ

の集落 ドゥスンより成る｡最も古い集落はヌ

グリラトゥ(NegeriRatu)である｡各集落は

その傘下に多 くの仮小屋集落を有 し,最 も遠
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い場合本村か ら15キロメー トルも離れて焼畑

を開き,陸稲,ピーナツ (kacangtanah)およ

び他の豆類を 1- 3年の問栽培 し,同時に植

えた苗木の生育を待 ってコーヒー,ゴム園な

どへの転換を行なっている｡ 2, 3年前から

丁字が導入されている｡他方,最近ではジャ

カルタ,パ レンバ ンなどへの移動者 も多 く,

マルガ ･ルンカヤップ出身のジャカルタ居住

者は26人を数えるという｡

マルガ ･ル ンカヤップの祖はムアラドゥア

の マルガ ･トゥル ンアマン (MargaTulung

Aman)に 居 住 した ウンプ ･ス･7ラクアン

(UmpuSemalaKuang)であるOウンプ･ス

マラクアンの5人の子のひとりり/プ ･スラ

ワン(UmpuSerawang)にふたりの子があり,

そのひとりはススンゴ (Sesungoh)でムアラ

ドゥアの 近 くの マルガ ･ブミアダン (Mar-

galiumiAgung)の祖となり,他のひとりス

サウック (Sesawuk)がルンカヤップの祖 と

なった｡すなわちスサウックから数えて 6代

めの ラ トゥジュタン(RatuJutan)が ル ンカ
ヤップの実際の草分けとなったのである｡ラ

トゥジュタンか ら数えて 5代めの ア リ(Ali;

PangeranRinggoyudaTuba)は ジャワのバ

ンテ ンの政府か らマルガ ･ル ンカヤップの首

長と認められたといわれ,その子バイク(Ba-

iq;PangeranRinggoyudoMudo)は オラン

ダ植民地政府か らパ ッシラとして認められた

というOバイクに続いてその子タウィ(Tawi)

がオランダ統治下で1878年にパ ッシラとなっ

た｡現在のパ ッシラは首長の系譜の上か らは

18代めに当たり,ル ンカヤップに移動 したラ

トゥジュタンか ら数えて12代めに当たる｡ パ

ッシラのタイ トルをつ ぐ者 としては7代めで

ある｡ 首長の地位は原則として長男によって

継承されるが,現在のパ ッシラの場合,父の

兄の夫折のため父がその職に就き,その長男

である現在のパ ッシラに継承されている｡

3･ チュンパカ (Cempaka)

チュンパカはパ レンバ ンか ら道路で 118キ

ロメー トル離れてコム リン川左岸に位置する

人口4,612人 (1978年)の大きな ドゥスンで,

マルガ･スムンダワイスクⅡ(MargaSemen-

dawaiSukuII)に属する｡土地のインフォ

ーマントによると,住民の起源はスカラブラ

ックに求められる｡西暦 800年 ごろパ ンゲラ

ン･プカヤ (PangeranPukaya)に統 治 され

ていたチュンパカは,アブン人の攻撃をうけ,

パ ンゲラン･プカヤを含む住民の多数が殺さ

れ,残 った者は約10キロメー トル離れたタラ

ントンガ (TalangTengah)-逃げたという｡

その後チュンパカはパ ンゲラン･プカヤの子

リガ リガ (Liga-Liga)によって再興された ｡

1400年 ごろにアチェか ら来た3)スルタン･サ

イ ド- ミム (SultanSaidHamim)が 6キロ

メー トル上流部の ドゥスン･チャンパ ンティ

ガ(CampangTiga)地域でイスラームを広め,

1450年ごろには ドマックか ら来たサイ ドダル

ス (SaidDarus)が約 15キロメー トル 上流支

流沿いのア ドゥマニス (Adumanis)にとどま

りチュンパカに対 しても宗教的な影響を与え

る｡1500年ごろチュンパカのパ ッシラ ･リア

パ ンジ (PasirahRiaPanji)はア ドゥマニス

か ら来 た ルバイ ･サンピアン (LebaiSam-

pian)にイスラームの強化を依頼 した｡リアパ

ンジはルバイ ･サ ンピアンの妹と結婚するが,

彼 らの問には子が生まれず,のちに第 2妻を

迎えてその子孫がチュンパカに住み続けるこ

とになる｡

チュンパカの集落はずっと昔は現在の集落

の下流部対岸の崖上にあったが,1500年ごろ

に現集落の下流部-と移動 した｡この集落に

悪鬼が多 く現われたため1882年に現在の場所

に移った｡他説にはオランダ植民地政府が住

民をまとめて居住させるために移動させたと

3)チレボンから来たという説もある｡
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いう｡ ドゥスン･チュンパカは現在12の小区

分カンポンより成り立っているが,最 も古い

のが カンポン6 (Kampong6,旧名 Kam-

pongTenggah)であって,集落は時代ととも

に,上流,下流および川から離れた方向へと

広がっていった｡ ドゥスン･チュンパカか ら

1890年 には カンクン (Kangkung,上流左

岸 12キロメー トル), 1900年にウラックパル

(UlakBaru,上流左岸 8キロメー トル),1905

年にグヌンジャティ(GunungJati,上流左岸
6キロメー トル)などが分村として独立 した

という｡他説によるとチュンパカの分村は50

年はど前にできたスカブミ (下流左岸 7キロ

メー トル)のみであって,ウラックパルは70年

前,グヌンジャティは40年前にクリパ ン(Ku-

ripan,チュンパカの上流左岸7キロメー トル,

1700年ごろ設立)か ら分離独立したという｡

チュンパカにおける稲作は昔は焼畑におけ

る陸稲耕作のみであった｡パ ンゲラン･サレ

(PangeranSaleh)の時代 (1800年 ごろ)に盛

土をしてその上に ドゥク(duku)や ドゥリア

ン(durian)などの果樹を植え,低い土地に水

稲を植えたといわれる｡1900年ごろにはこの

ような高みに柿が植えられたが,採算が合わ

ず10余年で放棄された｡これらの高みはその

後この地域の水深が大きくなって湿地になっ

てしまった｡上述の盛土は低湿地の水深の浅

い部分の利用方法の一つと考えられる｡ 他説

によるとこの マルガ における低湿地 (lebak)

利用の水稲耕作開始は1870年代といわれ,も

う一つの説ではチュンパカに低湿地利用稲作

が入 ったのは70年前で,その技術は下流のプ

ガガン(Pegagan)を見 習 った ものという｡

1918年 には ス ンガ イ ･パ ンゲラン(Sungai

Pangeran)とよばれる水路が開かれてその両

側の土地に水稲が植えられた｡1950年にはラ

ンタイ ･パ ンジャン (RantaiPanjang)とよ

ばれる水路が3キロメー トルにわたって開整

され,両側の森林が伐採されて減水期稲作を
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行 うべ く水田がつ くられたOさらに1964年に

はスンガイ･ピリック (SungaiPirik)という

水路が開撃されている｡水路の近 くには仮小

屋が建てられ,人々は老人子供を本村に残 し

て 1回につき1-3カ月,合計 して 6カ月程

度そこに滞在 し耕作に従事する｡1935年ごろ

約 7キロメー トル離れた場所につ くられた出

作小屋集落カンポン･ダナウ(KampongDa-

nau)にはチュンパカ, スカブミ, チャンパ

ンティガなどの住民約 200世帯が仮住 してお

り,1975年ごろ3-4キロメー トルの場所に

開 か れ た ウンブラン･ム ラクサ (Umblan

Meraksa)には約60世帯が住んでいる｡ 若年

者は本村に家をもたず,仮小屋に居住 して資

金を貯えることがある｡

水田は2′-3ヘクタールもつのが理想的と

されるが,最低限 1ヘクタールあれば平年作

で 200カレン (karen,1カレンは約10キログ

ラムJ のもみ米を得て,半分を自家消費に他

の半分を売却用にあてることができる｡ 慣習

法によれば男子のみが土地の相続をうけ,兄

弟の問で均分されるのが原則であるが,とき

には長男だけが土地を得る｡後者の場合,吹

男以下はマルガか ら土地を与えられ 3年にし

て田になれば私有化することができる｡

チュンパカでは20世紀に入 ってから稲作の

ほかにさまざまな作物が試 み られ て きた｡

1910年には最初のゴム園が開かれ,1929年,

1960年にもゴム園がつ くられた｡1920年ごろ

には楕榔子が試みられた｡1957年にはみかん

(jeruk),1973年には丁字の栽培が導入された｡

みかん栽培には現在ではしば しばジャワ人が

雇われ果樹園に建てた仮小屋に住んで作業を

行なっている｡

チュンパカの人口は既に述べたように1978

年現在で 4,612人 である｡ ドゥスン内の家屋

数は約550であって,20年前には500戸であっ

たという｡10年前のピークを経て家屋数は以

後減少にむかっているともいわれる｡50年前
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の家屋数は200戸,100年前には30戸に過ぎな

かったと伝えられる｡近年ではパ レンバ ンや

ジャカルタへの一時的移住 (ngerantau=me-

rantau)が多 く,チュンパカ出身者の70%が他

地に居住 し,30%が村にとどまっているとい

われる｡

4. カ ン ク ン

カンクンはチュンパカからコム リン川を約

12キロメー トル湖行 した左岸に展開する同一

マルガに所属する集落 (ドゥスン)である｡

ここではチュンパカにおいて得 られた情報を

補充する意味でこの集落の成立について記録

する｡チュンパカに居住するこのマルガのパ

ッシラによれば,カンクンは1890年に独立 し

たチュンパカの分村であるというが,カンク

ンの住民によれば 6世代前に設立されたとい

う｡ 他 説 によると, カンクンはチュンパカ

の首長パンゲラン･プカヤの支配下にあった

という｡ 住民の大部分はスカラブラック起源

であり, 4分の 1弱はブギスの子孫,少数が

アラブの子孫であると信 じられている｡ 彼 ら

がどの血統をひくかは手指の形,身長,鼻の

高さなどによって識別できると考えられてい

る｡

カンクンはもとは 現在の集落から1.5キロ

メー トル離れたところに位置していたが,火

事で全焼 して,現集落の対岸側のスンガイ ･

カンクン(SungaiKangkung)とよばれるコ

ム リン川支流沿いに新集落をつ くった｡1900

年ごろにスンガイ ･カンクンが閉塞 したため

人々はコムリン本流沿いの現集落に移 った｡

1918年ごろには カンクンから0.5キロメー ト

ル上流の右岸に家が建ち始め,1952年にはこ

の集落は ドゥスン･スカヌダ リ(DusunSuka-

negeri)として独立 した｡現在のカンクンの人

口は3,356人,スカヌグ リの人口は1,797人で

ある｡ 現在 ドゥスンノ･カンクンの家の数は450

戸であるが,20年前には約400戸であったO50

年前には200-250戸,100年前は 100-150戸

であったといわれている｡

カンクンの農業は1800年以前は焼畑による

陸稲耕作であって,雨期に栽培を行い耕作地

を移動した｡1800-1916年の間には天水田耕

作が行われたという｡1916年ごろからコム リ

ン川が浅 くなり始め多 くの分流をつ くるよう

になったので, 水 のつ く土 地 (ルバ ック-

1ebak)が 広 くなった｡ ルバ ックにおける水

稲耕作が始められたのはこのころからである｡

現時点では集落に比較的近いルバ ック約 840

-クタールが利用されつ くしたので,今後は

約 7-クタール離れた湿地林に開田する必要

がある｡土地不足が現われ始めているとはい

え,耕作面積の標準は水田2-クタール,果

樹園3-クタール,計 5-クタール程度と考

えられている｡昔の焼畑による陸稲の収量は,

1-クタールあたり1トン,天水田の場合 1

-1.5トンであったが,ルバ ック耕作では収量

が増加 して2.15トンになったといわれている｡

5. マルガ･ブンクラ(MargaBengkulah)

マルガ･ブンクラはパ レンバ ンから約100キ

ロメー トル南方にコムリン川の分流アイル ･

ブンクラ(AirBengkulah)に沿って展開する

コム リン族の集落から成 り立っている｡この

あたりからコム リン川本流沿いにはマレ一系

諸族の居住が始まり,同一郡 (kecamatan)に

属する 隣 接 の マルガ ･プガガンウルスクⅠ

(MargaPegaganUluSukuⅠ)はプガガンと

よばれるマレ一系住民が居住 している｡

村人によればマルガ･ブンクラは270年ほど

前にスカラブラックを起源とする祖先によっ

て開かれたという｡これらの祖先は ドゥマッ

クからの来住着の影響で既にイスラームに帰

依 していた｡彼 らは五つの筏に分乗 してコム

リン川からブンクラ川に入 り,そこにヌグ リ

ラトゥ (現在の PulauGemantung),タンジ

ョンマス (TanjungMas,現在の Tanjung
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Baru),コタブデイ(KotaBudi,現在の Kota

Bumi),タンジョンラガ (TanjungLaga)お

よびウラックルパル (UlakLebar,現在 の

Ulaklialam)の五つの集落 (umbul)をつ く

った｡これ らの集落はのちに10個の分村を形

成 して現在ではマルガ内には15の ドゥスンが

ある｡

古い集落の一つタンジョンマスはもとはよ

り下流部に位置していたが,火事で焼失 した

た め や や 上 流 - 移 動してティウバラック

(Tiu Balak- 大きい村)という新 しい名を

付けた｡ところがこの集落には悪鬼が出没 し

たのでさらに上流-と移動 し,そこをタンジ

/

＼

･-
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ヨンパル (TanjungBaru)と名付けた｡これ

らの小移動の時期は明らかではない｡タンジ

ョンパルには361戸 の家屋があるが,20年前

には200-250戸,50年前には100-150戸,100

年前には30-50戸であったと住民は推定する｡

最近では人口増加にともないパ レンバ ンへ移

住する者 も若干あるが,大部分は教育と資本

の不足のため村にとどまっている｡

このあたりではルバ ックにおける稲作が古

くから行われてきたという｡ルバ ックに水路

をつ くると高み (pematang)ができるのでそ

こで植え付けを行なった｡この方法はより下

流部でみられるような減水期の低湿地そのも

図4 マルガ･ブンクラの集落とその分村過程
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のを低いままに利用する耕作方法とは少 し異

なっている可能性がある｡ルバ ックのはかに

畑地があって,雨期を利用 して陸稲が育てら

れる｡ しかし,陸稲は10年ほど前に始められ

たに過ぎず,雑草が生えるため収量はルバ ッ

クの 3トン/haよりも10%程度低い｡手を加

えない湿地林 (hutanrawang)は, 2-3キ

ロメー トルの位置に少々残 っている｡耕作面

積は 1世帯当たり1- 2ヘクタールは確保さ

れているが,土地が足りなくなってきたので

将来は畑地を開 くことを考えている｡米のほ

かにオランダ植民地政府 の割り当てにより

1918年にゴムが植えられたが,樹齢が古 くな

って今ではかえりみる者 もない｡50年前には

多 くの者が横榔子を植えたが,これらは次第

に果樹に取 って代わられた｡

Ⅳ コムリンJllおよびオガン川下流域の諸族

1･ カユアダン(KayuAgung)

カユアダンはパ レンバ ン下流のプラジュか

らコムリン川を約70キロメー トルさかのぼっ

た地点の一つのマルガで,道路沿いにはパレ

ンバ ンか ら40キロメー トルの場所にある｡住

民の大部分はアブン系で一つの ドゥスンのみ

コム リン系の祖先をもつ｡ランボン州に展開

したアブン人と南スマ トラ州に発展 したコム

リン人の二つのランボン系民族がこの地点で

出会うのである｡

アブン系諸集落の祖先はランボン州のブン

ガマヤン(BungaMayang)出身の ムコドゥ

ムムタルアラム(Mekodum MutarAlam)で,

彼はコムリン川沿いに居住地を求めようとし

たが,戦 いに破 れて マチャック川 (Sungai

Macak)を経てコム リン川の支流 ルンプイン

川 (SungaiLumpuing)流域に達 しそこに村

を開 いた｡その 曽孫 スティアラジャディヤ

(SetiaRajaDiyah)の時代にこれまでの集落

コタパ ンダン (RotaPandan)のほかにブル

マワ(BuluhMawa)とい う集落が 開かれ,

その繁栄につれてスティアラジャディヤ自身

もそこへ居を移 した｡彼の娘-ンダ ックブウ

ェック姫 (PuteriHandakBuwek-白髪姫)

は,ラトゥアジ (RatuAji)から来た スクミ

ルン (SukuMilung)神の化身と伝えられる

ジャランアンカタン (JarangAngkatan)と

結婚 し,ジャランアンカタンが次代の首長と

なった｡他方,スティアラジャディヤの弟ス

ティアタンディン(SetiaTanding)はプマタ

ンビダラ (PematangBidara)に集落を開き,

その子 スティアクジャン (SetiaKujang)は

コタブシ(KotaBusi)とよばれる集落をつ く

った｡その孫スティアランダイ (SetiaLan-

dai)の時代にこの地方全域に大水があったの

で,スティアランダイは一族をひきいて現在

の ドゥスン･プダマラン(DusunPedamaran)

の上流部に居を移 してそこを プ リギ (Perigi)

と名付けた｡兄スティアラジャディヤの家系

では同時代の首長 は ブンクック (Bungkuk)

であったが,彼の村はムスジ (Mesuji)のバタ

ン- リに移 って タンジョンブンギン (Tan-

jungBungin) と名付けられた. その子プ-

ヤブミムダ (PunyaBumiMuda)の時代に

人々はタンジョンブンギンからプ リギ-と合

流 した｡スティアランダイの子ジャナ (Jana)

はさらに新村を開いてコム リン本流沿いに現

在のプ リギ (同名)を設立 した｡そのころコ

ムリン川のより下流部キジャン (Kijang)の

バ トゥハンパル (BatuHampar)に居住 して

いた トゥアン･プガ ドゥ (TuanPegaduh)の

一族が,彼の娘ダヤンスカラ姫 (PuteriDa-

yangSekara)とジャナの子スラパティ (Su-

rapati)との通姫を機に プ リギ の近 くに移住

し,カユアグンの集落をつ くった｡ トゥアン･
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プガ ドゥの家系は曽祖父ラジャ･ジュングッ

ト(RajaJunggut)からの名前が伝えられて

おり,ラジャ･ジュングットの時代には既に

バ トゥ- ンパルに居住 していたという｡彼 ら

はスカラブラック起源のコムリン族の一派と

考えられる｡コム リン河岸に設立された二つ

の ドゥスンが良い場所を占めているのを知っ

て,ブンクックの息子プニャブ ミムダは新プ

I)ギの南(上流部)にコタラジャ (RotaRaja)

を開いた｡他の息子プルブジャヤ(Perbujaya)

はカユアダンの対岸にスカダナ (Sukadana)

を開いた｡ コタラジャか らは ジュアジュア

(JuaJua)が分岐する｡ また,前述のジャナ

の息子 スラパティの下に,クダ トン (Keda-

ton),バク(Paku),ムングンジャヤ(Mengun-

jaya),シダクルサ (Sidakersa)の各 ドゥスン

が創立された｡

上述の九つの ドゥスンはそれぞれの首長を

もち,彼 らは ドパティ(depati)という称号で

よばれた｡このような状態にあったこれらの

村落群をさして,人々はモルゲ･シウェ(Mor-

geSiwe)すなわち ｢九つのマルガ｣とよんだ｡

このことは各集落の独立性がかなり高 く,令

日のマルガに相当する統一的政治組織はな く,

現在よりもずっと小規模の ドゥスンがそのま

ま一つのマルガと考えられていたことを示 し

ている｡パレンバ ン大侯 (SunanPalembang)

はこの地域の様子を知って支配下に加え,ス

カダナ の首長 ラジャ･イクタンムダ (Raja

lkutanMuda)をこの村落群全休の首長に任

じた｡ラジャ･イクタンムダの後継者は甥の

マ-ムッド(Machmud)で,マ-ムッドはそ

の 子 ジュアジュア の住 人 クマ ライングラ

(Kemalalnggra)によって継承される｡クマ

ライングラはオランダ植民地政府によって任

命された最初のパ ッシラとなり,1830年か ら

1864年までその任にあった｡1864年以降現在

に至るまでパ ッシラの地位は12人の人物によ

って占められたが,在職期間の最長は40年,
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最短は5カ月であった｡

カユアグン地域の九つの ドゥスンは,その

後19世紀のオランダ統治時代に開かれた ドゥ

スン･チンタラジャ (DusunCintaRaja)を

加え,さらにマルガの行政範域にマレ一系住

民より成るチュリカ (Celikah)およびキジャ

ンウル (KijangUlu)の二つの ドゥスンを含

むようになった｡調査時点におけるマルガの

総人口は20,649人である｡もとの居住地域で

あったル ンプインはこのうち6,059人 の人口

を擁 し,七つの ドゥスンが展開する｡この地

域には焼畑陸稲耕作と漁業を生業としたプチ

ュパ ック (Becupak)やセイサランガウ (Sei

Sarangau)など各々7-8戸から成る小集落

もあったが,これらは3年ほど前に廃村とな

り,住民は上記の7集落の一つ トビンスルク

(TebingSuluk)へ移った｡アブン系の住民の

祖先が居住 したと伝えられるルンプイン川上

流域 には,約 7年前 か ら プ リトゥン (Beli-

tung)地方か らジャワ人が移 り住むようにな

り,四つの集落を形成 し7,433人 の人口を有

している｡さらに上流部は隣接するムスジの

一部とともに政府の外島移民計画地域となり,

ユニットⅤからユニットⅦがこのマルガ内に

設定されて,6,309人 の人口を数える｡

上述の集落発展史は,元来この地方では集

落の移動がよく行われたことを示 している｡

移動時代の農業は焼畑による陸稲耕作であっ

たと考えられるが,現在カユアダン地域の農

業は圧倒的にルバ ックを利用 した減水期稲耕

作である｡コムリン川沿いのプ リギに集落が

開かれたのは1800年以前であることは間違い

ないが,スカダナの初代首長プルブジャヤと

ラジャ･イクタンムダとの間の世代数が必ず

しも明確ではないのでより正確な時期の推定

が不可能である｡住民の話ではこの地域のル

バ ック耕作の歴史は古いといわれるが,後述

のシラプラウパダン (Sirahpulaupadang)の

例から推測すると,移住直後に減水期稲作を
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始めたと考えるよりは,ある程度あとになっ

て開始 したと考える方が妥当性が高い｡いず

れにしても,ル ンプインの移動時代にコム リ

ン本流沿いの定住時代が続き,後者はほどな

くルバ ックの利用をともなうようになったの

である｡

2. シラプラウパダ ン

シラプラウパダ ンはパ レンバ ン下流の合流

点プラジュか らコム リン川を約50キロメー ト

ルさかのぼったところに位置するマルガで,

16の ドゥスンか ら成 り立ち人口は 29,708人

(1978年 7月現在)である｡マルガと同名の

シラプラウパダ ンとよばれる ドゥスンが最 も

古 く成立 したと伝えられ,1668年にジュマ-
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ル ･ビン･シノンガン(Jemaherbim Sinon-

gan)が マレー人 地域か ら家族とともに来住

したのがそのおこりである｡16個の ドゥスン

の成立)贋序はほぼ明らかであるが,親村 ･分

村の関係は分か らない｡ 5番めに成立 したと

いわれる スカラジャ (Sukaraja,旧名 Ulak

Kedondong)を除けば,初期に成立 したシラ

プラウパダ ン, ランタイ (Rantai),トルサン

ムナン (Terusanmenang), スルダ ンムナン

(Serdangmenang),トラテ (Terate)などの集

落は分流 パダ ン川 (AirPadang)の分岐点か

らコム リン川本流に沿って上流部へ 5キロメ

ー トル くらいの間に分布 し,次に成立 したと

いわれるマングンジャヤ(Mangunjaya)とウ

ラックジュルムン(Ulakjermun)とがさらに
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上流部の左岸を占め,その次に成立 したルン

ガ ス ピ トゥ (Rengaspitu)と ブ ラ ンテ ィ

(Belanti)とは右岸の ランタイと トルサンム

ナンとの間に並ぶ｡ブンギンティンギ (Bun-

ginTinggi),プニャンディンガン(Penyandi-

ngan),ブルカット(Berkat)などの ドゥスン

はさらにのちの時期に分流に沿ってスカラジ

ャに至るまでの地域に開かれた｡最も新 しい

時期にコム リン川とオガン川を結ぶ運河スン

ガイ･アワル トルサン (SungaiAwalterusan)

の中間地点に,アワル トルサン (Awalteru-

san),タンジョンアライ (TaI小lngalai),バ ト

ゥアンパル (Batuampar)の三つの ドゥスン

が形成された｡このうち最 も新 しいバ トゥア

ンパルは1918年にオガン川下流のマレ一系住

民が入植 したものである｡古い時期にはマル

ガ ･シラプラウパダ ンの領域は現在よりも広

く,南接するマルガ･トロコ(MargaTeloko)

が100年はど前に分離,前述のスカラジャの西

に パダン川 沿いに展開する ウラッククマン

(UlakKeman)などの ドゥスンは1918年に分

離 してマルガ･クマン (MargaKeman)を形

成,またタンジョンアライの南に位置するキ

ジャンウル (KijangUlu)は 1922年に分離 し

てマルガ ･カユアグンに編入されたという｡

マルガ ･シラプラウパダンはジュマ-ルを最

初の首長として,現在のパ ッシラは17代めに

相当する｡このうち5代め以下の首長の名前

は記録されているが, 2代めから4代めに至

る3人の名前は記憶されていない｡歴代のパ

ッシラはすべて ドゥスン･シラプラウパダ ン

または隣接する トラテの出身である｡

マルガ ･シラプラウパダンの人口は,イン

ドネシア独立時には現在の約半分の14,000人

くらいであったといわれ,それ以前はさらに

少なかったものと考えられる｡ 少人 口時代

の 農業はいわゆる焼 畑農業あるいはそれに

近いものであったらしい｡当時の稲作地をサ

ワタラン(sawah talang),サ ワ トゥガ ラ ン

(sawahtugalan),サワプマタン (sawahpe-
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matang)などとよぶ｡サワ (sawah)はイン

ドネシアでは通常港概田の意に用いられるの

に対 して,クラン(talang)はこの地域では焼

畑,または新開地の仮小屋集落の意,プマタ

ン(pematang)は低湿地内の小高 くなった土

地の意, トゥガラン(tugalan)は穴あけ棒を

用いて種籾を播 く意に使われ,いずれも水田

よりも陸田を連想させる語である｡サワとい

う単語はここでは借用語としてその原意を変

じて稲を植える場所の意に使われているに過

ぎない｡ この時代の耕作地は集落から200メ

ー トル以内に立地 し, 3年間の耕作後 3年間

の休耕期間をおいたという｡1920年以後にな

ると土地不足のため,雨期には深所で水深2.5

メー トルにも達するルバ ックを,減水状況に

応 じて乾期に利用する農法を採用するように

なった｡最初にルバ ックを利用するようにな

ったのは ドゥスン･シテプラウパダンで1920

年にルバ ック ･シラプラウパダンを開き, ド

ゥスン･トラテがこれに次いでルバ ック ･ト

ラテを開いた｡スカラジャおよびブランティ

では土地が十分あったため,低湿地の利用を

始めたのはそれぞれ1960年,1962年になって

からである｡ルバ ックと集落との距離は200メ

ー トルから4キロメー トルで,通常出作小屋

を設けて耕作を行う｡現在マルガ内には未利

用地が北東,北西,および南西の隅に残って

いるが,北東のものは水が深過ぎるため,北

西では病害発生のため,南西のものは酸性土

壌のため耕地として不適であるといわれる｡

3. プガガンイ リル (Pegaganllir)

オガン川はパ レンバ ン市に合流点をもつム

シ川の支流で,コム リン川とほぼ並行 して平

野を流れ,両川間の距離は最短部では5キロ

メー トル くらいになる｡ パ レンバ ンから道路

沿いに30キロメー トル余,オガン川沿いに45

キロメー トル くらいの地点に,プガガン(Pe-

gagan)とよばれる マレー語系 の人々がプガ
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ガ ンイ リルスクⅠ,Ⅱ,Ⅲ(PegaganllirSuku
I,II,III)の三つの マルガを形成 している.

彼 らの 祖先 は ムシ川 中流部 の町 スカユ の

(Sekayu)対 岸 スンガイ ･クル ック (Sungai

Keruk)か ら来たという｡ スンガイ ･クル ッ

クに住んでいたブル ンジャウ(BurungJauh)
に, スラヘルタ (Suraherta),スラカルテ ィ

(Surakarti),お よ び ジャヤカルテ ィ (Jaya-

karti)の 3人の息子があったが,スラ-ルタ

がパ ッシラのジェナン (Jenang)を殺害 した

ため, 3人は現在のプガガ ンイ リル スク !内

のクラン･クテ ィ (TalangKuti)に移 ったC

スラ-ルタはプガガ ンイ リルスク Ⅰの祖 とな

り,ジャヤカルテ ィはプガガ ンイ リルスクⅡ

の祖となった ｡ スラカルティがどうなったか

は知 られていない｡スク Ⅰの最初のパ ッシラ

は シムン(Simun)であり,現在の パ ッシラ

は 9代めに当たるという｡

プガガ ンイ リルスク Ⅰに含まれる ドゥスン

のうち,タンジョンアダン(TanjungAgung)

は起源を異にしている｡ すなわち,ふた りの

者がオランダ植民地政府に命 じられてタンジ

ョンルブ ック (TanjungLubok)および タン

ジョンセネ (TanjungSene)の集落を開いた｡

後者は大蛇の出現のためのちにタンジョンサ

ゴ (TanjungSago) に移動 した｡ これ ら二

つの集落が1890年にこのマルガに編入 されて

現在のタンジョンアダンとなった ｡ スク Ⅰは

1970年に五つの ドゥスンを分離 して,マルガ･

プガガ ンイ リルスクⅢ(MargePegagam llir

SukuHI)を新設することになる｡

これ らのマルガにおける農業はルバ ックを

利用 した減水期稲耕作である｡ この技術は彼

らのもとの居住地であるムシ川流域において

行われているものと同 じで,そこか らもた ら

されたと信 じられている｡ これ らのマルガに

おいては急激な人口増加によって土地不足が

現われている｡スク Ⅰで もスクⅡで ももはや

開発されるべき低湿地は存在 しない｡ルバ ッ

ク耕作か らは 1-クタール当たり約 3トンの

柄付きもみの収穫があり, 1世帯1-クター

ルを もつ ことが望ましいといわれるが,スク

Ⅰでは平均所有面積は1/6-クタール程度に

なっているといわれる｡スクⅡでは40%の住

民が所有地をもたない｡土地不足を背景に近

年では下流部-の開拓者としての移動が目立

つようになった｡40キロメー トルほど離れた

ムアテクアン (MuaraKuang)はそうした開

拓地の一つで,人々はそこで もルバ ックを開

いて耕作を行なっている｡

4. マルガ･サカテ ィガ (MargaSakatiga)

マルガ ･サカテ ィガはマルガ ･プガガ ンイ

リルスク Ⅰのす ぐ下流部のオガ ン川沿いの集

落サカテ ィガ (Sakatiga),インドララヤ (In-

dralaya)などを中心とするマルガである｡住

民の起源は,ゲル ンバ ン(Gelumbang)か ら

来たブ リダ (Belidah),ムランジャット(Me-

ranjat)か らの ブナサ ック (Penasak), およ

び古い時代に来たジャワ人などの混合である｡

パ レンバ ン大侯の時代か らこれ らの地域に兵

隊がお くられてきて耕作に従事 したともいう｡

主な農業形態は伝統的にルバ ックにおける減

水期稲作であった｡現在の 1世帯当た りの土

地所有は1/2ヘクタール 程度 である｡ 湿 地

(rawa-rawa)は集落か ら離れた場所にはまだ

た くさん残 っている｡マルガ内には畑地が相

当にあるが, これ らはプガガ ンイ リルスク Ⅰ,

スクⅢの住民やジャヮ人によって開拓された

もので,キャッサバや丁字などが植えられて

いる｡

5. マルガ ･プムルタン

(MargaPemulutan)

マルガ ･プムルタンはパ レンバ ンか らオガ

ン川を約15キロメー トルさかのぼった位置に

あって,マレー系住民が住み,パ レンバ ン語

に近い言葉を話 している｡ パ レンバ ン王国時
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代からパレンバ ン人が住みついているといわ

れる｡マルガの面積は約40;000-クタールで

あるが, ここに51,800人 (9,100世帯)が居

住 している｡32,000-クタールが減水期作水

田 (sawahlebak)として既に開かれている｡

低地に位置するためルバ ックは伝統的に耕作

されており,畑地は昔からなかったという｡

10年前の人口は48,000人,第 2次大戦中(1942

-1945年ごろ)の人口は30,000人程度 であ

った｡湿地林は日本軍政時代 (1942年ごろ)

に開拓されて姿を消した｡これが土地不足の

始まりとみられる｡ 1世帯にとって十分な耕

作面積は2ヘクタールで, 1-クタール当た

り2.5-3.0トンのもみ米収穫を得る｡実際に

は1.5-2-クタール を所有する者も多いが,

土地のない者もある｡ムシ川下流部のチンク

マニス (CintaManュs),ウパン(Upang),ムシ

プヌグアン (MusiPenuguan)などに開拓地

を求めて仮小屋で生活 し,収穫後帰村する者

もある｡さらに遠 くバニュアシンⅡ(Banyu-

asinII)にまで土地を求め,パサンスル ット

(pasangsurut-潮汐濯概)により耕作を行な

っている者もある｡

Ⅴ ムシ川下流部の集落

1. チンクマニス

チンクマニス (旧名は CintaM礼ni)はパ

レンバ ンからムシ川を約20キロメー トル下っ

た分流 スンガイ ･クンバ ン (SungaiKum-

bang)の分岐点近 くに位置する ドゥスンで,

同分流のより下流部のプランバ-ン(Puran-

bahan),トルック トルギ リック(TelukTergi-

rik),スブブス (Sebubus)とともにマルガ ･

クンバン (MargaKumbang)の旧村部分を

形成する｡チンクマニスの集落をつ くったの

は, 5世代前にオランダ軍のパレンバン侵攻

を避けて同市から逃げ出した市内のサ トゥイ

リル (Satullir)地区の居住者である｡来往期

は19世紀初頭と推測される｡1961年には政府

の外島移民計画に沿って,集落東方にむかっ

て水路が完成,約1,250世帯,8,250人のジャ

ワ人が入植 した｡

チンクマニスの人口は1978年現在 152世帯

800人であるが,1967年には127世帯 626人で

あった｡20年前 には約 100世帯,50年前には

60世帯,100年前には25世帯程度 であったと

考えられている｡昔の農法は陸稲耕作 (pela-

dangan)であったというが,それは木を伐っ
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て焼き,稲西の 2回移植を行うもので,河岸

部を利用したパサンスル ットをともなうもの

であった｡この ドゥスンでルバ ックを利用し

た減水期稲作が始められたのは40年前のこと

で,上流のオガンコムリンイリル県の方法を

模倣 したという｡このマルガの中では最上流

部のチンクマニスでこの方法が最初にとり入

れられ,下流の トル ックトルギ リックに及ん

でいったが,最下流のスブブスでは乾期に汽

水が入るため減水期稲耕作はとり入れること

ができなかった｡現在ではこの耕作法をとり

入れた ドゥスンにおいては,ルバ ックにおけ

る稲作面積の方がパサンスル ットによる稲作

面積よりも大きいという｡稲作面積は1戸当

たり2ヘクタール程度であるが,土地所有は

1戸当たり4-20-クタールに達 し,土地は

まだた くさんあると意識されている｡

2. スパ リック(Sebalik)

スパ リックはパレンバ ン下流約55キロメー

トルのムシ川の分流スンガイ ･スラットジャ

ラン(SungaiSelatjalan)に面 した世帯数173,

人口737人 (1978年)の ドゥスンで,マルガ･

ガシン(MargaGasing)に属する｡この集落
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はチンクマニスと同様, パ レンバ ンに対する

オランダの侵攻にともない同地から逃げ出し

た人々によってつ くられた｡昔はスパ リック

のほかにブリアンバディ(BulianPadi)とい

う集落があったが,後者の半数は植民地時代

にパレンバ ンに戻り,他の半数はスパ リック

に来て集落が消滅 した｡マルガ ･ガシンは八

つの ドゥスンから成るが,パ レンバ ン出身者

の ドゥスンはスパ リックのみで,他はバ ンカ

(Banka),ムランジュット (Meranjut),ジャ

ワなど異なった起源をもつ｡この意味でこの

マルガは行政単位としての性格が強 く,伝統

的な政治的統一体としての性格は ドゥスンの

方に強 くみられる｡

スパ リックにおける稲作は伝統的には焼畑

によるもので,土地を焼いてから2, 3年間

耕作 し, 5年間放置し,その後再びもとの場

所に戻ったという｡耕作は 1月ごろに播種を

開始 し2回移植後乾期の 8月に収穫するとい

う農事暦に従っていたが, 4年前か ら作李と

品種を変えて, 8-10月に苗代をつ くり2回

移植後 5月に収穫するという方法を採用する

よ う に なった｡後者の方法は ムアラトラン

(MuaraTelang)の稲作から学んだというが,

ムアラトランの住民はこの方法をさらに2年

前にブギスからとり入れたという｡ 以前の農

事暦による稲作はラダン(ladang-焼畑陸稲)

として,現在の方法はパサンスル ットとして

区別されている｡スパ リック川の支流 クント

ン(Kenten)川に入 り込んで スパ リックから

25キロメー トルほど離れた低い丘陵地域に立

地するクントンでは長い穴あけ棒を用いて直

播する方法がとられており,ここに丘陵地の

焼畑と低湿地の焼畑の方法の相違がみられる｡

スパ リックは元来小集落であったものが急

激に増大 しつつあり,20年前には48世帯,10

年前には60世帯といわれた戸数が,既述のよ

うに現在では 173世帯 になっている｡ 1世帯

当たりの耕作面積は 1% ヘクタール程度で,

最 も遠い耕地はマルガ内に存在するが,15キ

ロメー トルはど離れており小舟で 1時間半ほ

どかかるという｡

3. パ リットスコマジュ (Parit

Sukomaju)

パ リットスコマジュはムシ川の分流スンガ

イ ･スラットジャランに沿ってパ レンバ ンか

ら約80キロメー トル下 った ドゥスン･カラン

アニャル(DusunKarangAnyar)の住民の開

拓地で,同集落の約 1キロメー トル上流に位

置している｡ ドゥスン･カランアニヤルはマ

ルガ ･ムアラトラン(MargaMuaraTelang)

に属する｡このマルガはパレンバ ン語に近い

言葉を話すマレー系の住民を主体とする五つ

の ドゥスンか ら構成され,2,619世帯,13,096

人の人口をもつ｡パ ッシラは12代めと伝えら

れ,現在のパ ッシラは既に10年間その任にあ

り,祖父の42年間,父親の27年間のあとをひき

ついだものである｡このマルガか らは12,316

ヘクタールの土地を外島移民計画のために提

供 し,既に750世帯が入植 している｡またマ

ルガ内の地域にはパサンスル ットにより稲作

を行 うブギス人の到来が多 くなっている｡

パ リットスコマジュではブギスの耕作方法

を模倣 して川に直角に溝 (parit)を掘り,潮

汐により水を得て水稲を耕作する方法が試み

られている｡ 3キロメー トルまで溝を掘る許

可を得て, 2本の溝が掘 られて 150-クター

ルが開かれた ｡ この計画には35世帯,が参加

して,調査時点では一つの溝に13世帯他の溝

に2世帯が仮小屋を建てて住んでいた｡ 1世

帯当たり3-クタール程度を耕作 している｡

これらの開墾者達は本村には耕地をもたず,

農業労働やココヤシ栽培などによって生計を

たてていた｡彼 らの伝統的な耕作法は 2回の

移植と休閑期をともなうパサンスル ットであ

ったが,現在ではこの移動的な耕作方法を保

持する意図はないという｡
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4. ブギス人の集落

ムシ川下流部にブギス人の移住が始まった

のは約12年前である｡ 彼らはセレベスのボネ,

ワジョなどの出身であるが, これらの居住地

から直接ムシ川へ来た訳ではなく, リアウな

どにかなりの間滞在 したあと来任 した者が多

い｡セレベスからリアウへの移住は,たとえ

ばクアラエノック(KualaEnok)地方に関し

ては1920年代から行われていたが,1950年代

のダルルイスラーム (DarulIslam)の反乱に

まき込まれることを避けるため,前住者を頼

ってさらにセレベスからの移住者が増加 した｡

ムシ川下流部で最も古いブギス集落は,パ

リットプラジェン (ParitPerajen)である｡

この集落の創設者 アミヌディン (Aminudin,

42才)は1951年にボネの同村の朋友14人とと

もに30トンの船を借りてクアラエノックのイ

ンドラギ リ(IndraGiri)に移住 し, 2年後に

妻や親族をよび寄せた｡インドラギ リで16年

を過ごしたのち,アミヌディンは4人の仲間

と5トンの小舟でこの地-やって来てパ ッシ

ラの許可を得て開拓を始めた｡ 1年後に家族

が加わって集落の人口は4人の女を含んで15

人となった｡1973-1974年には多 くの者が来

住 し,現在約 150世帯 がその集落に居住 して

いる｡

ブギスがここで採用している稲作技術は,

彼 らが前住地クアラエノックで学び取ったも

のである｡湿地林を伐採 して焼き, 1メー ト

ル幅 くらいの溝を掘って潮が満ちて くると水

が入るようにしてこの土地で稲を育てる｡特

徴は小溝によって満潮時に河水を導入するこ

とで,この方法がムシ川下流域でブギス流の

パサンスルットとして認められている｡使用

品種はクアラエノックからたずさえたクトゥ

ックペンデック (KetekPendek)およびク ト

ゥックティンギ (KetekTinggi)が主力を形

成する｡耕地には小屋を建て,農繁期にはそ
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こに寝泊りすることもある｡ブギス人が行う

方法は リアウ人の農法に比して若干の相違が

ある｡すなわちリアウ人は3年ほど連作 した

のちに休閑期をおくが,ブギスの場合には土

地が不足 しているせいもあって移動を行わず,

雑草が生えてもー一生懸命とるという｡マレー

系の民族は雑草が増えると土地自体が悪 くな

ると考えるが,ブギスはそのようには考えな

い｡ただし稲作を行なった土地をココヤシ園

に転化することは リアウにいたときか らブギ

スによってしばしば行われてきたという｡

5. その他の下流部居住者

ムシ川下流部の本流 および分流には上記

諸族 の 集落のほかにいくつか 異なった居住

の様相がみられるので,それらについて簡単

に記述 しておこう｡まずパ レンバンから約85

キロメー トル 離 れ た 河 口部 には スンサン

(Sungsang)とよばれる集落がある｡住民 は

ジャワから来たという伝説もある｡ 少なくと

も1700年に最初の首長が任命されたというが,

比較的新 しい時期にパレンバン,ジャワ,ル

マタン (Lematang),オガン川 や コム リン川

方面から来た者 も多い｡言葉はジャワ語の影

響をうけているが,パレンバン語に近い｡10

年前の人口は約15,000であったが現在では約

25,000人が居住する｡住民の主要生業は漁業

で,農業はほとんど行われない｡スンサンの

集落自体はニボン材の歩道で互いに結ばれた

密集 した杭上家屋群から成り立ち通商基地と

して機能 している｡

下流部は政府による大がかりな外島移民の

行われている地域でもあり,既に示 したいく

つかの移民計画地のはかに,ウパン(Upang)

の下流部には2,086世帯,9,040人を擁する大

開拓地域があるO

ムシ川分流スラットジャラン川の分岐点近

くや本流のよりパ レンバン寄りには上流部の

居住者が個別に開拓を試みているケースがみ
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られる｡最 も目立つのはオガン系の開拓者で

ある｡たとえばプムルタン(Pemulutan)か ら

来た47才の男は, 25キロメー トル下 ってスラ

ットジャランに入 り,ドゥスン･ガシンの長の

許可を得て 3年前に5人の男を雇って川沿い

に約 4ヘクタールの耕地を開き, パサンスル

ットによって稲作を行なっている｡自身の村

にも4-クタール以上のルバ ック水田を有す

るが,その半分は小作に出し他の半分は人を

雇って耕作 している｡このあたりには約40世

帯のオガン系の人が入植を試みているという｡

パ レンバ ンにより近いムシ川沿いにはパ レン

バン北方約 10キロメー トル の集落 クンタン

(Kentan)の分村スリナンティ(SriNanti)が

ある｡この集落から川沿いに3キロメー トル

離れてクンタン本村か らの開拓者の小屋がみ

られる｡ 彼 らは6年前に開拓を始め,現在で

は5世帯が小集落をつ くって20-クタールを

耕作 している｡

Ⅵ 系 譜 と 人 口

1. 祖 先 の 深 さ

既に示 したように,ランボン系,マレー系

を問わず南スマ トラ州の集落はその起源に関

する口碑をもつ場合が多 く,ときにはひとり

の祖先が集落成員の共通の祝として認められ

ている｡人口増殖の結果は原則として派生村

分立をともなった｡このような開村のあり方

は,(i)集落が概 して小規模であったこと,(ii)

人口が内発的に徐々に大きくなっていったこ

との二つの様相を含んでいる｡これらの点は

短期間に大規模な開拓が行われたタイ国のチ

ャオプラヤデルタやマレーシアのケダー平野

などと異なっている｡コミュニティ所属意識

の強さはこのような部族的あるいは村落国家

的ともいい得る状況と強 く結び付いている｡

既に具体的に示 したように,多 くの集落は

草分けとなった人物の名とその子孫の系譜を

保持 している｡集落成立の経緯が単なる伝説

で終 らず,実際の家系と結び付いていること

が重要である｡首長の地位は長男によって継

承されることが多いので,これらの家系をあ

と付けることによって集落成立年代に関する

ある程度のイメージを得ることができる｡ し

か しながら,村人がこれ らの系譜から話を進

める場合には大抵年代に関する過大評価が行

われるようにみえる｡チンクマニスでは村人

は 1世代を50年と数え, 5世代前にさかのぼ

るという村の起源を 250年前とする｡カンク

ンでは 6代にわたる期間を約 350年 という｡

ジュパラでは首長が15代めであるが 1世代を

40年と考えて 600年 という｡長男による地位

継承と男子における早婚 (18才程度)を考慮

すると,世代交替は長い場合でも25年以下と

考えられ,仮に40-50年首長の地位にとどま

った者があるとしてもこの値を平均として扱

う訳にはい かない｡

世代に限 らず年代を述べる際にも同様の過

大言平価が行われている可能性がある｡チュン

パカが8世紀に開かれたとか,カユアダンで

アブン系とコムリン系の出会いと通姫が1400

年代に行われたなどというときにはその信悪

性が疑われねばならない｡同様の理由で ｢100
年前｣は彼 らにとってはきわめて遠い過去と

しか知覚されず,100年 前に関する情報は既

にあやふやになっている場合がある｡チュン

パカとカンクンの現在の戸数は それぞれ 550

戸,450戸であるが,100年前にはチュンパカ

は30戸,カンクンは100-150戸であったとそ

れぞれの村から報告されている｡いずれの場

合 もその信悪性は疑われねばならないが,と

くにチュンパカの場合その過小評価が目立つ

ように思われる｡しか し,この過小評価の背
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景には昔は小集落が多かったという考えが貫

かれているのである｡

多 くの集落がそれぞれの草分けの系譜を有

することに着目すると,祖先間の関係を明確

にすることによってすべての集落間の系譜関

係を明らかにすることの可能性が考えられる｡

しかしながら,実際にはこの作業はきわめて

困難である｡それは同一人が違う名で伝えら

れた可能性があることや,分村の草分けは本

村においては低位者であった場合があり,本

村におけるつながりが見出せないことなどの

ためである｡過去へのつながりは村人からは

強 く求められてはいるが,所詮過去-の糸は

どこかで切れていることが多いのであるC

2. 住民の系譜にみる人口増加

ランボン系の集落や脊梁山脈中のマレ一系

諸族の問では,小さな集落では全成員に関し

て,大きな集落ではその1区分の住民に関し

て,創設者から始まる系図を保有することが

ある｡ランボン系諸族が父系傾斜をもち,育

梁山脈中のマレ一系諸族が母系傾斜を示すこ

とを考慮すると父系 ･母系の差は系譜作成に

必ず しも関係しないといえるo実際父系の場

合でも女子の名の一部が,母系の場合でもほ

とんどの男子が系図内に記入されている例が

ある｡

集落-の帰属意識はきわめて強 く,ジャカ

ルタやパレンバンなどの都会に職を求めて移

住する者があってもその存在は村人から忘れ

られることはない｡ジャカルタにおいて同郷

会が形成されその名簿が村に届いている例も

ある｡都市居住者は折ある毎に出身村の親族

をたずねようとする態度を失わず,在村者の

側では親族の寄り集まる機会に備えてできる

だけ大きな家を構えることが理想とされてい

る｡ 伝えられた系図は祖先を志向するばかり

でなく,末広がりになっている子孫の名を記

録 し,集落出身者にその位置付けを与える役

割をも果たしている｡
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上述のような系図は人口研究に利用され得

る性格を有 している｡既に述べた諸集落のう

ち, チュンパカとルンカヤップにおいてこの

種の系図が入手できた｡後者はパ ッシラの家

系に限られ記載人員数が少なく,また性別に

関して不明瞭なところがあるので,この分析

は上述の地域外の脊梁山脈部から得 られた他

の二つの系図とともにのちの機会に行うこと

にして,ここでは前者の例をやや詳 しく紹介

しよう｡系図はチュンパカの 1区域カンポン

･スラウィ(KampongSelawi)出身者に関し

て1937年から1957年の間にまとめられたもの

である｡ カンポン･スラウィの共通の祖先は

カイ･アンダンガ (KaiAndangah)とよばれ

る人物で,作成当時最ものちの世代に属 した

のは第 17代であった｡ カイ ･アンダンガか

ら第 8代の パティ･サンスラニャワ (Patih

SangserahNjawa)までは各代1名ずつが記

されているのみで,系譜が末広がりに克明に

記されているのは第 9代以下である｡第 8代

を共通の祖先として第17代に至る10世代が,

カンポン･スラウィの実際の展開期に生存 し

ていたということができよう｡これらの世代

に属する者で 原図に記載されているのは664

名で,その性別構成は男子77.7%,女子20･9

%,性別不明 1.4%,性比3.71となっている｡

これはこの系譜集団内での通姫が生じた場合,

女子の名前がこの系譜に記載されなかったこ

l･KQiAndclngClh
2.KqiPu(コgClk
3.NQiTemenggungMonlik
4.NgclbihiAbd.Mcln(コn
5lKc)iChofibDjclmく】1
6.CholibDjQfiS(コmPUrn(コ

87I.,"QU.qims喜Eqmspeヲ去nhQ通 票

A BCDEF G H IJKLMNOPQ RS

図6 チュンパカ･カンポン･スラウィ

の祖先の系譜
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のため,ここでは人口学の通常の方

法とは逆に男子人口に着目して系譜

人口の 処理を 行なってみた｡4)この

系譜に記載されていることの意味は

おそらく次のごとくであろう｡ すな

わち,系譜作成時に子供であった者

の一部が含まれる可能性はあるが,

それ以前については記載された各人が既に成

人に達 していた可能性が高い｡このことは乳

幼児死亡者が系譜から省かれていることを意

味する｡系譜の中か ら女系に連なる子孫をす

べて取 り除 くと男系系譜が残る｡男系系譜に

おける世代毎の人員数を数え,各世代の人員

数を 1世代毎におき換えられた子孫の数と解

釈することによって,不完全なが ら男子人口

に関する一種の純再生産率を算出することが

できる｡ただ しここで利用できるのはある程

度の人数があり, しかもそれが最終的人員と

みなされる第11代から第14代についてである｡

世代のおき換えに要する期間を仮に30年とす

ると,この世代間の人口増加率はそれぞれ1.6

%,2.2%,1.4% となる｡この数値は死亡率

の急激な低下に先行する時期のものとしては

きわめて高いといえる｡か くしてカンポン･

スラウィに関してはかなり早期において顕著

な人口増加の傾向があったことが知 られるの

である｡

図7 チュンパカ･カンポン･スラウィの系譜の
一部 (男系のみを示す)

9 iO H l2 13 14 15
世代

図8 チュンパカ･カンポン･スラウィ系譜に

おける世代別男系子孫数

となどのために生 じたと考えられる｡

女子人口のかなりの部分の系譜からの欠落

Ⅶ 人口増加と土地利用

南スマ トラ州における土地資源は,その種

類と所在を問わなければ住民にとって無限に

存在 していたといえる｡人口増加と土地利用

の議論を行う場合,地域的拡大と集約化とが

取 りあげられるのが常であるが,この場合,

地域的拡大は基本的に同一技術による面積拡

張を意味 し,集約化は同一土地の利用頻度の

強化を意味する｡異なった種類の土地を与え

られた場合,そこに現われる選択には複雑な

様相が現われるのは当然といえるが,以下南

スマ トラにおける状況を三つの側面に分けて

整理 しよう｡それ らは(i)移動による同一空間

の利用,(ii)土地利用法の変化にともなう定着

化,(iii)異種の未利用地への新移動である｡

ランボン系の住民の基本的な耕作法は焼畑

4)複婚はきわめて少なく,この影響による子の数
の増大はほとんど無視できると考えられる｡男
子の再婚は女子の再婚と人口学的に同義という
仮定は必要である｡
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による陸稲耕作を主体とするものであった｡

集落は比較的小さく,それ自体移動性をもつ

と同時に, 人口増加に応 じて派生村を生み出

した｡ル ンプインを経てカユアダンに至った

アブン系の民族はこのような経過をたどった

と思われるし,ル ンカヤップ,ブンガマヤン

などの集落 もその伝承を保っている｡ムシ川

中流部からオガン川下流部へ移動 したマレ一

系住民の場合にも,元来彼 らが行なっていた

減水期稲作を移住地においても行なったとい

う｡5)ムシ川下流部においても,低湿地なりに

移動をともなう焼畑的な耕作法が採用されて

いたようにみえる｡6)

移動的な焼畑耕作はその本質的要素を幾分

保ちつつも定着化の方向-とむかってきた｡

山岳部においてはコーヒー園の拡張が著 しい

が,森林を焼いてコーヒーを植え付けると同

時に 1,2年の間陸稲の栽培を行なうことが

現在では一般的である｡コーヒー自体が永年

的作物であるためもはや移動は行われない｡

コーヒー園が開かれるにつれて村の近 くに永

久的な水田を構築することが多 くなったとみ

られる｡最近では丁字なども永年作物として

採用されるようになってきた｡7)

コムリン川中流か ら下流にかけては昔は比

5)ただしこの場合には移動の実機は集落人口の膨

張ではなく政治的分裂に近いものである｡

6)マレー語では焼畑稲作地のことをhumaとよぶ｡

下流部において潮汐による河水を利用すること

があっても,ルバックを利用しても,稲作地は

humo(スパリック),uno(チンクマニス),

umさ(プムルタン)などとよばれることは,管

景に焼畑の伝統をもつためと思われる｡

7)ランボン族発祥の地とされるスカラブラックの

近くには現在では水田が多い｡ ここにSuwoh

とよばれる平地があるが,その語源については

suwah(焼くの意)なのか,sawah(インドネシ

ア語の水田)なのか分からないという｡言語学

的な可能性は別として土着の者がこのような疑

問をいだくこと自体,かつて焼畑が広く行われ

ていたことを示す｡
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較的高い場所を選んで焼畑が営まれていたが,

ある時点から低湿地での減水期稲栽培が導入

された.8)他方,これらの地域では従来焼畑で

陸稲を植えていた高みには,バナナ,ゴムな

どを植えるようになり,最近ではみかん園も

増加 している｡ムシ川下流部では最近になっ

て従来の移動をともなう低地焼畑から,ブギ

ス人の方法にならって移動を前提としない潮

汐濯概による水稲耕作を土着者も取 り入れよ

うとしている｡

上述の変化は耕地の連作化と集落の定着化

とを含んでいる｡集落規模はこの段階におい

てきわめて大きなものの存在を許すようにな

る｡ここで問題になるのは,連作という集約

化の 1側面が Boserup[1965]のいうように

人口増加の結果として生 じたのかどうかとい

うことである｡ 水田の導入,ルバ ックにおけ

る減水期稲作,下流部における導水路をとも

なう潮汐濯概などはいずれも新技術の導入で

ある｡ これらの技術がその有利性のゆえに導

入されたのか,土地不足のためにやむなく利

用されたのかに関しては決め手となる情報が

ない｡土地不足のために利用されたとしても,

とくに中流域のルバ ックの場合には従来利用

されなかった種類の土地の活用が始まってい

ることに注意する必要がある｡連作化は新 し

い種類の土地の利用に当たって採用された技

術体系と土地の性質そのものの中に内包され

る性質を有 しており,意図された行為という

よりは結果としての集約化として捉えること

ができる｡山岳部の水田に関しても同様の見

方ができる｡

低湿地を含む隣接する非使用地-の進出は,

別の見方をすれば,植民地経済体制における

商品作物が従来の焼畑稲作の適地へ侵入 した

8)チュンパカではルバック稲作地のことを huma
lobakまたは humaronoh(ronohは低いとい
う意味)という｡ここにも焼畑との意識上の連
続性が認められる｡
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結果とも考えられる｡9)この奄凱点からすれば,

上述の土地利用の変化は,経済的強制あるい

は利益追求の結果である｡ ジャワの場合と異

なりここでは強制栽培制度のような経済的強

制が原動力となったというよりは,むしろ利

益追求が原動力となってこの種の転換が生 じ

たのかもしれない｡この種の利益追求は近代

的経営の理念にのっとって行われたものとい

うよりは,ある意味では副業的 ･投機的様相

を含みつつ行われたものであって,高値時に

高生産をあげることはもちろん,生産調整の

要求 される低値時にも出荷を続けることによ

って,往時の大規模 ゴム園経営者を悩ませた

のであった｡

利益追求および技術導入を考慮に入れると,

従来の非利用地-の進出とその結果としての

集約化を人口増加だけから説明することは困

難になる｡ しか しなが ら,チュンパカにおい

て人口増加がルバ ックの本格的な開始以前に

も著 しかったこと,シラプラウパダン近辺に

おいてルバ ックにおける減水期稲耕作の開始

は集落毎にかなりのずれが認められることな

どは,比較的高みの土地が利用されつ くして

いく過程を物語るものであって,間接的かつ

限定された側面においては人口増加が変化の

契機の一つとなったことが分かる｡

近年においては,原居住地の人口圧のため

に異種の新天地を求めて移動する現象が目立

つようになった｡ 開拓する余裕があるという

点で,南スマ トラ州に土地自体の不足はない

という冒頭の状況は存続する｡山岳部におい

てはコーヒー園の開発が著 しい｡ラナウ湖付

近においてはオガン川流域からのマレ一系開

拓民およびジャワ島か らの自主移民などによ

って開発が進められてきた｡ 山を焼いてコ-

9)Geertzはジャワの水田地帯に関して甘庶栽培
の強制的導入の結果を論 じている｡ [Greetz

1966]ここでは彼が実際には十分に論じなかっ

た焼畑地帯が取り扱われることになる｡

ヒ-の西木を植え,コーヒーの背丈が低い間

は陸稲などを植える｡水田を構築 して水稲を

栽培することは地形上の制約 もあってこれら

の新開拓地ではほとんど行われていない｡ス

カラブラック起源の諸族および下流部のマレ

一系諸族の居住地は川の本流または支流沿い

に限定され,川から離れた丘陵地の利用は余

り行われなかったのであるが,中流部に近い

ところではオガン地域からの移住者およびジ

ャワ島からの自主移民によってこれらの土地

のコーヒー固化や畑地化が進められている｡

バ トラジャ･マルタプラ計画のように政府の

手が加わって大規模な入植計画がこの種の土

地に設定される場合 もある｡ムシ川下流部の

未利用地には大量のブギス人の リアウ方面か

らの移動がみられる｡ 彼 らの耕作手法は導水

路をともなう潮汐権衡による稲作である｡オ

ガン川沿いのマレー系譜族の間にもムシ川へ

進出して同様の耕作方法を試みる者が現われ

てきた｡他方,ムシ川下流部のデルタには政

府による大規模な開発計画により,ジャワ人,

バ リ鳥人などを含む大量の外島移民が定着を

始めている｡

これらの近年における未利用地の開拓者は,

オガン系および少数のコムリン系の者を除け

ば遠隔地か らの釆住着である｡ 遠隔地からの

来住着は前住地で身につけた耕作技術をもっ

てきた｡たとえばジャワ人はくわの使用とキ

ャッサバの栽培を,ブギス人は精力的な伐採

能力と導水路の構築をその特徴とする｡ これ

らの移住者においては土着の村落の首長の許

可を得て限 られた区域内で耕作するという制

限を加えられているという事情 も加わって,

条件の悪い土地を耕作するにもかかわらず,

連作的傾向が顕著である｡ そしてこの傾向は

徐々にではあるが土着の諸族にも伝えられつ

つあるO

コムリン川中流部においては土地自体はま

だ十分に存在するにもかかわらず,パ レンバ
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ンやジャカルタ-の移動が多い｡ある程度の

財力と教育があれば離村傾向が強 くなる｡都

市生活の牽引力は強 く,人口増加が直接に土

地とのかかわりを持たぬ状況が,土地を求め

て来住するジャワ人の存在と対端的に現われ

つつある｡

参 考 文 献

Boserup,Ester.1965･ TheCondl-tl-on∫OfAgri-

cuZturalGrowth-TheEco7WmicsofAgrarian

ChangcunderPopulation Pre∫∫ure. London:

GeorgeAllen&Unwin.

Badan PenerbitSuara Rakjat.1970. Undang-

UndangSimburTjahaja. Palembang.

Funke,FriedrichW.1958&1961.0rangAbung.

2Vols.Leiden:E.J.Brill.

- - .1972. Abung.InEIJknicGroups
ofSouthea∫tAsia,Vol.1,editedbyFrankLebar,
pp.35-38.NewHaven:HRAF.
Geertz,Clifford.1966.Agn'cuZzuraZInuoZutt'on.

BerkeleyandLo§Angeles:UniversityofCali-
forniaPress.

JajasanPenerbitKaryaPalembang.1969.Mono-

506

graje Marga Kaju Agung. Palembang:

JajasanPenerbitKaryaPalembang. (Original

-imeographeditionin1932)
Lipinsky,E.;and Kato,T.n.d. Land Tenure

and Vz'7ZageAdmt71istratio73. SumatraRegion-

alPlannlngStudy,Province South Sumatra.

(Mimeographed)

Marsden,William.1811.TheH3'sloryofSumatra.
(Reprintedin1975byOxfordUniversityPress)
MoehammadMoeslimin.n.d. Monografh'edan'

MargaRanaudanKt'sahNyaZaTentang:dida-

pat71ya"Si∫thNasa."(Mimeographed)

- -. n.d. SekaZa BeZak. (Mimeo一

graphed)


